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なお、市職員の調査結果に関しては、市民対象の調査結果との間に相違があった
設問に限定し、 の表示とあわせて示しています。

Ⅰ.市民アンケート調査結果

（１）市民向け（18歳以上）
○18歳以上の市民を対象とし、無作為抽出のう
え、郵送で紙の調査票を2,000通発送。WEB回
答も併用。

○一般市民が認識する「安曇野らしい風景」
「地域の宝物」の内容やその認識・関わりの
程度、将来必要な取り組みへの意向等を把握
を目的に実施。

○地域の宝物を未来に受け継ぐのための市民向
けの「アクション(取り組み）」を見出す基礎
資料とする。

質問項目群 質問概要
（1-3ページ以降の表題番号と対応）

Ａ 回答者属性 性別/年代/居住地/幼少期居住地/居住年数

Ｂ あなたの考える

「地域の宝」

１．安曇野らしい風景とその構成要素 ＆

くらしや文化を反映し受け継がれているもの

くらしのなかの祭事との関わり(４へ統合）

Ｃ 宝物の継承につい

ての意識・

２．宝物継承の重要度

３．興味・関心の程度と関心のある分野

Ｄ 参加・関わりの実態 ４．お祭りや活動団体へ参加

Ｅ 今後の取組み・課

題への対応の方向

性

５．今後の担い手育成（どの世代が何をすべきか）

６．今後の行政の施策

７．課題別今後の対応

①地域の宝物に相当する建物や樹木の破棄の動き

②今後の地域の宝物の活かし方

Ｆ 情報受発信・自ら

の関わり方

８．情報の受発信

９．自らの関わり・体験学習への参加意向

「地域の宝物」に関する市民アンケート調査

（２）職員向け

○庁内メールにより、約800名の職員にWEB回答
用フォームのURLを送付。

○（１）市民と同じ調査内容により、安曇野市
役所職員を対象に、地域の宝に関する関わり
の程度や将来意識等を把握。

○市民との意識の相違点を中心に分析し、庁内
での取り組み推進や連携具体化の基礎資料と
する。

Ⅰ-1 調査実施概要
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Ⅰ-2 回答者属性概要

（１）市民（18歳以上） 計569件の回答が得られた（回収率28.45％）。

■年齢・性別・居住地区:回答者の平均年齢は62歳。性別・居住地域は概ね実際の人口構成と一致。
■小学生時代に住んでいた場所:小学生時代に市内に居住していた人４割←→市外に居住していた人６割。

性別や年齢により偏りが見られる。
■居住歴・居住年数:市内出身者のうち４割がＵターン経験者。多くの回答者が20年以上市内に居住していると回答。

（２）職員 計232件の回答が得られた（回収率約29％）。

■年齢:回答者の平均年齢は46歳。
■小学生時代に住んでいた場所:小学生時代に市内に居住していた人は７割←→市外に居住していた人は３割。
■その他:市役所職員という属性上、回答者全員が就労者である。
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問Ｂ１ 安曇野らしい『風景』のイメージ
＜代表的な例＞
・北アルプスが見える田園風景
・常念岳、有明山を望む田園風景
・水面に映る北アルプスの風景
・おいしい水、おいしい空気、自然豊かな風景
・里山の風景
・水田と屋敷林の風景
・わさび田と湧水、川のある風景
・四季が感じられる風景
・自然、緑豊かな風景
・道祖神ときれいな水がある風景

等

問Ｂ２ 安曇野らしい『風景』の構成要素のうち、未来に伝え残したいもの
＜分類＞ ＜記載内容の例＞
・田、畑 319人（56.1％）← 田園風景、水田、りんご畑・・・
・山 234人（41.1％）← 北アルプス、常念岳、東山・・・
・川、水 224人（39.4％）← 河川、湧水、拾ヶ堰・・・
・緑、樹木 134人（23.6％）← 屋敷林、光城山の桜、森林・・・
・自然、景色 117人（20.6％）← 澄んだ空気、里山、四季・・・
・わさび 54人（ 9.5％）← わさび田、わさび農場・・・
・道祖神 43人（ 7.6％）← 道祖神
・建築物 35人（ 6.2％）← 古民家、美術館、白壁の土蔵・・・
・祭、行事、伝統 18人（ 3.2％）← 地域の祭り、郷土料理、伝統技術・・・
・社寺 13人（ 2.3％）← 地域の神社、仏閣・・・

等

問Ｂ３ 安曇野のくらしや文化を反映し、
受け継がれている大切なもの

＜分類＞
・祭り 134人（41.7％）
・道祖神 73人（22.7％）
・神社 68人（21.2％）
・田園風景、わさび田 61人（19.0％）
・三九郎 38人（11.8％）
・拾ヶ堰 15人（ 4.7％）
・天蚕 10人（ 3.1％）
・屋敷林 ７人（ 2.2％）
・湧水 ７人（ 2.2％）等

■安曇野らしい風景:代表的な回答は 北アルプスの山々と田園の風景。水田、川など水にまつわる風景も多数。

■安曇野らしい風景の構成要素：農地や山岳、河川等の環境や祭り、道祖神等を受け継ぐべきものとして多くの人が認識。

田・畑等の農地を挙げる人は６割いるが、これらを『くらしや文化を反映しているもの』として答える人は２割程度。

→日頃見ている風景と文化（の継承）との間に深い関係を見出している人は限定的

１．安曇野らしい風景とその構成要素 ＆ くらしや文化を反映し受け継がれているもの

Ⅰ-3 調査分析結果
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２．宝物継承の重要度

〇地域の宝物の継承を重要（まあまあ重要も含む）と考える人は回答者の81％（市職員87％）を占める。

〇その理由としては、「暮らす空間の価値と魅力を高める」が最も多く37.1％。ただし、属性により差異がある。

・空間の価値や魅力→ 若年層、Ｕターン者および市外からの移住者 で多い

・地域の人と人をつなぐ→ 高齢層、市内の生まれ育ち で多い

→双方で感じている価値をお互いに理解し、共有できるような取り組みが今後重要

合計81.4% 合計87.2%

【比較】市職員
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【比較】市職員

【比較】市職員

30-50代とする人が約半数。市職員で小中学生と回答する人の比率が高い。

３．宝物への興味・関心の程度と関心のある分野

合計73.3%

合計12.6%

〇地域の宝物に興味関心のある方（まあまあ含め）は約73％。興味・関心を持ち始めた時期は30～50代が約半数を占める。

30代～50代で市外出身者の占める割合が高いことに起因している可能性が高い。

〇その理由としては「重要性を感じたから」を挙げる人が約半数、きっかけとなる場面や機会としては日々の生活や地域の

活動を挙げる人が４割強を占めている。

合計42.2%

＜日々の生活の例＞ ・通勤、通学中の風景から
・運転中の風景から ・散歩中の気づき 等
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○興味・関心のある地域の宝物の種類 ＝ 全体では自然環境、水路、祭り、景観地 の順
○興味関心をもつ分野は、生まれ・育ちで違いがみられる。

・市内の生まれ育ちの方：祭り、自然、道祖神の順 ・県内外からの移住者：自然、景観地、堰 の順
○市内生まれの人では、「景観地」への興味順位が下がる。道祖神の回答比率が高め。

３．宝物への興味・関心の程度と関心のある分野

【比
較
】市
職
員
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４．くらしのなかの祭事との関わり・地域の祭り・団体の活動への参加

■自宅での季節の行事・催事 ：盆と正月に集中

■近年参加した祭り

〇お船祭りと三九郎への回答が多い。仮にこれらが消失すると自治会や育成会の祭りくらいになり得る可能性。

〇『年末と正月の時期』が最も安曇野のくらしのなかの祭事が息づいている時期であると推察できる結果。
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４．くらしのなかの祭事との関わり・地域の祭り・団体の活動への参加

○祭りには「祭りの観覧者として参加」が最も多く、次いで「役員として運営に関わる」。
60代以上の世代で、観覧者、役員、神事参列、運営補助などの複数の回答の数が多く、中心になって関与している状況が
明確。

○歴史文化の継承や維持に関わる活動への参加者は全体の約３割。そのうち８割が区の活動。
公的な活動の比重が大きい傾向。

【比較】市職員
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５．今後の担い手育成

■今後の宝物継承の担い手：全体の約７割が『子供とその親世代(20-50代）がより重要』と回答。
■何をすべきか：
・子供とその親世代(20-50代）が「興味関心をもち、学び知る」取組みへの回答比率が高い。
・また、大人たちの世代が「形を変えて継承する工夫を見出す」ことの必要性を指摘する声も一定数ある。

○どの世代が×何をすればよいか の組み合わせで集計

１ 子どもたち（15歳以下）が
・地域の宝物に興味・関心をもつ 60人 32.6％
・地域の宝物を学ぶ・知る 55人 29.9％
・地域の宝物を伝える・教える 35人 19.0％

２ 高校生～大学生 が
・地域の宝物を学ぶ・知る 18人 27.7％
・地域の宝物を伝える・教える 12人 18.5％
・地域の宝物に興味・関心をもつ 11人 16.9％

３ 20～50代 が
・形を変えて継承する方法を生み出す 54人 24.7％
・地域の宝物に興味・関心をもつ 48人 21.9％
・地域の宝物を伝える・教える 43人 19.6％

４ 60～70代 が
・形を変えて継承する方法を生み出す 20人 36.4％
・地域の宝物を伝える・教える 17人 30.9％
・地域の宝物の手入れや管理に関わる 10人 18.2％

５ 80代以上 が
・形を変えて継承する方法を生み出す １人 11.1％
・地域の宝物を伝える・教える １人 11.1％
・地域の宝物の手入れや管理に関わる １人 11.1

問Ｅ１ 安曇野市で令和3年に実施した市民意識調査では、市民の約3/4の方々
が地域の伝統や文化の継承には「担い手の育成」が重要と考えられています。

これから少子高齢化が一層進む中で10年先を考えたとき、地域の宝物を受け
継ぐ担い手育成の取り組みについて、お考えをお聞きします。市民の「どの世
代が何をすればよい」と考えますか。

それぞれ、該当するもの１つに〇をつけてください。

【まとめ】
子供たちや親世代が興味関心をもつ 119(20.9％) 68(29.3％)
子供や学生が学ぶ・知る 73(12.8％) 57(24.6％)
大人が形を変えて継承する方法を生み出す 75(13.2％) 5( 2.2％)
様々な世代が伝える・教える 107(18.8％) 21( 9.1％)

【比較】市職員

市職員では「子供た
ち」が38％で最多。
子供や親世代が興味関
心を持つことを重視し、
継承は優先順位が低い。

1-9

市民



６．今後の行政の施策

■地域の宝物継承のための今後の対応
○担い手育成と併用で重要な施策として水環境や里山環境の

維持、少子高齢化対策、農業振興が20％を超える回答で上
位４つを占める。

○市職員では「農業振興」を挙げる方の比率が高くなる。

■担い手育成に向けた行政の対応
○市民の回答では「地域の宝物の継承につながる小中学校

での学習や体験への住民協力の機会の拡充」が最も多く
57％。(市職員では58％）

○次いで市民活動の支援、協力者が増えるしくみづくりが
それぞれ4割弱を占める。

【比較】市職員

【比較】市職員

２位は「協力者が増えるしくみ」（31％）、３位「市民活動
を支えるしくみ」（26％）と順位が入れ替わる。

１位「水環境」（33％）、２位「農業振興」（27％）、３位
「里山環境」（25％）、４位「少子高齢化対策」（23％）で、
農業振興の順位が高い。
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７．課題別今後の対応① ～地域の宝物に相当する建物や樹木の破棄の動き～

○古くからの建物や樹木の破棄の動きに対しては「個人の資産なのでやむを得ない」が最も多く約30％(職員では約49％）。
一方で「残す努力＋極力残す努力」を求める声は合計すると約52％に達する(職員では約38％）。

○「市内の生まれ育ち」「Ｕターン」の人は「やむを得ない」が多く、「県外から移住」の人は「極力残す努力をすべき」
の回答が多い。

○残すための措置としては「維持の方向性を話し合う」が84％ととくに多い。「20代以下」では「人を集める」回答も多い。

【比較】市職員
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７．課題別今後の対応② ～今後の地域の宝物の活かし方～

○将来的な宝物の増加や行催事継承への対策は、『時代の変化に合わせた対応が重要』とする声が半数前後を占める。
○地域の宝物を活かすうえで、それが元来持つ価値の把握は全回答者数の約2/3（66％）が必要と回答。

その価値を踏まえて残すべきものと改めるべきものを見定めて活かすことを求める声が約45％。

合計66.3%

【比較】市職員
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８．情報の受発信

■情報の受信：安曇野市広報紙が約77％で最も多い。「20代以下」は「広報紙」は少ないが、「チラシ・ポスター」が多く、
「30代」は「SNS」が多い。「70代以上」は「新聞・雑誌」も多い。

■情報量：「十分・どちらかといえば発信されている」の回答が約55％と半数を超過。
同居の未成年が「いる」人は「十分・どちらかといえば発信されている」が約45％と少ない。
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９．歴史や文化に関わる活動への今後の関わり

■講座や体験機会等への参加意向
・「講座・見学」が約32％、次いで「イベント・催し」が約31％と多いが、年齢層により嗜好が異なる。
■今後、活動に関わる可能性
・「ない・わからない」が約61％を占める。(市職員では71％）

「ある」の回答は約35％で、地域活動を支える世代（40～70代）で多めの傾向。
・活動の候補としては、清掃、草刈り等文化財の保全が圧倒的に多い。(市職員では博物館等の活動への協力の回答が多い）

１位 ２位 ３位

○50代以下：「イベント・催し」
○30～50代：「体験教室」
○50代以上：「講座・見学」
○興味がないの回答は
20-40代で相対的に多い傾向

２ない 15.1％ ３わからない 56.0％ で合計は71％【比較】市職員

【比較】
市職員
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■178件の回答が得られた（回収率約20％）。

■居住地区:三郷中１クラス、堀金中２クラス、明科中２クラスは授業中に回答していただいたため、回答が多い。

■小学生時代に住んでいた場所:最も長く小学生時代に居住していた場所は「現在と同じ地区」が約83％。

【中学生アンケート調査質問項目候補】

項目区分 質問内容

A 回答者属性 性別/居住地/幼少期居住地/居住期間/家族構成

B お気に入りの場
所・宝

１．自分にとっての宝・心象風景・市の魅力
２．安曇野の未来に残したいもの

C 歴史・文化との関
わり

３．祭り等との関わり
４．歴史・文化関連の学びや体験の実態

（学びで印象に残るもの/市内の博物館施設の利
用経験 等）

D 将来意識・関心 ５．将来の定住意識/宝の継承への意識

中学２年生アンケート
○市内の中学校に通う中学２年生（約880名）
を対象とし、学校を通し案内状を配布。記載
のQRコードよりWEBによる回答。

○中学生が考える「宝物」やお気に入りの場所
を把握。祭りや方言との関わりや将来の定住
意向も調査した。

○受け継ぎ先である子ども達の意向を把握し、
今後の「アクション(取り組み）」を見出す基
礎資料とする。

『地域の宝物』に関する中学生アンケート調査

Ⅱ.中学生アンケート調査結果

Ⅱ-1 調査実施概要・回答者属性概要
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問Ｂ１ 自分にとっての宝物をひとつあげてください
・家族 48人（27.0％）
・友達 21人（11.8％）
・自然（山、田、生物等） 13人（ 7.3％）
・部活やスポーツの道具 10人（ 5.6％）
・景色、風景 ９人（ 5.1％）
・川、水 ９人（ 5.1％）
・文化財等 ８人（ 4.5％）
・ゲーム機、PC、スマホ等 ８人（ 4.5％）
・ペット ８人（ 4.5％）
・命 ７人（ 3.9％） 等

問Ｂ２ 市内で一番心に残っている風景・体験
・山を見上げる風景 66人（37.1％）
・山から見下ろす風景 39人（21.9％）
・川、川でのアクティビティ ９人（ 5.1％）
・花、樹木、動物 ９人（ 5.1％）
・田園風景 ８人（ 4.5％）
・祭り ７人（ 3.9％）
・学校行事、部活等 ６人（ 3.4％）
・通学路の風景 ５人（ 2.8％）
・わさび田 ４人（ 2.2％）
・自然 ３人（ 1.7％）

等

○自然、景色関連（計115件）
・自然 64人（36.0％）
・景色がよい 35人（19.7％）
・田んぼ ７人（ 3.9％）

○水関連（計102件）
・水がおいしい 43人（24.2％）
・水、川がきれい 28人（15.7％）
・湧き水 ５人（ 2.8％）

○食べ物、特産関連（計70件）
・わさび 44人（24.7％）
・りんご ７人（ 3.9％）
・そば ６人（ 3.4％）

○山関連（計64件）
・山の景色 29人（16.3％）
・常念岳 ８人（ 4.5％）
・山から見る景色 ３人（ 1.7％）

問Ｂ３ 国内外から訪れる人たちに自慢できる安曇野の「魅力」
山から見下ろす風景が多いのは
明科中の長峰山登山が要因。

■自分にとっての宝：家族や友達が４割、自然（７％）や風景（５％）の回答もある。

■市内で一番心に残っている風景・体験：山に関する風景で６割、川や自然の風景が１割。

■自慢できる安曇野の「魅力」：自然や景色が最多、次いで水、食べ物や特産品、山の景色と続く。

１．自分にとっての宝・心象風景・市の魅力

Ⅱ-2 調査分析結果
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問Ｃ２ 安曇野にとって大切で、未来へ残していきたいものの分類

○自然、景色（計46人）
・豊かな自然 30人（35.3％）
・景色 11人（12.9％）
・きれいな空気 ５人（ 5.9％）

○川、水（計33人）
・水の豊かさ 25人（29.4％）
・きれいな川 ５人（ 5.9％）
・拾ヶ堰 ４人（ 4.7％）

○山（計14人）
・山の風景 14人（16.5％）

○わさび（計12人）
・わさび ８人（ 9.4％）
・わさび農場 ４人（ 4.7％）

○緑、樹木（計11人）
・緑の豊かさ ５人（ 5.9％）
・天然記念物 ２人（ 2.4％）
・花 ２人（ 2.4％）

○人情（計10人）
・優しさ ４人（ 4.7％）

○社寺（計５人）
・穂高神社 ２人（ 2.4％）

○祭・行事・伝統（計５人）
・地域のお祭り ３人（ 3.5％）

○田・畑（計５人）
・水田 ５人（ 5.9％）

等

大人と比較し、自然や水が多く、
祭り、田畑は比率が低い

○思いつくものが「ある」は48％（大人（市民18歳以上の調査）では56％）。

○具体的な内容のうち、自然(景色・水・川を含む）が多数。祭りや行事は回答が少ない（大人では「祭り」は42％）。大人

の回答同様、自然と暮らしの関わりの象徴である水田や果樹園・畑等への回答は限定的。

２．安曇野の未来に残したいもの

＜再掲＞市民アンケート結果
『安曇野のくらしや文化を反映し、

受け継がれている大切なもの』
・祭り 134人（41.7％）
・道祖神 73人（22.7％）
・神社 68人（21.2％）
・田園風景、わさび田 61人（19.0％）
・三九郎 38人（11.8％）
・拾ヶ堰 15人（ 4.7％）
・天蚕 10人（ 3.1％）
・屋敷林 ７人（ 2.2％）
・湧水 ７人（ 2.2％）

等
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○語尾、接続詞、副詞等
・～だ、～だだ
・～だべ
・～ずら
・～かやぁ
・～しましょ
・まあず
・めた

等

○動詞、形容詞、形容動詞
・くれる
・（りんごが）ボケる
・（鍵を）かう
・（しょんべん）まる
・こわい
・みぐさい
・飛んでいく

等

○名詞
・ずく
・おつくべ
・まえで 等

○「その他」の内容
・あやめ祭り ５人

（明科のみ）
・納涼祭 ４人

（堀金のみ）
・花見会、夏祭り、花火大会、

かかし祭り、しめ縄づくり、
舞姫 各１人

■お祭りへの参加：８割が参加経験あり。三九郎（75％）、神社の祭り（お船・山車曳きあり）（50％）が多い。
※備考：調査対象の中学２年生は、2020年（コロナ開始年）に小学４年生。

■方言の認知度：知っているものが「ある」は1/4。「ない・わからない」は3/4。最も挙げられたのは語尾の「～だ」。

３．地域文化(祭り・方言等）との関わり
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問Ｃ４ 総合的な学習の時間の中で、地域について学んだことで印象に残っていること（％は地域別）

○豊科・穂高地域
・わさび ６人（20.0％）
・上原良司 ４人（13.3％）
・道祖神 ３人（10.0％）
・拾ヶ堰 ３人（10.0％）
・産業 ２人（6.7％）

○三郷地域
・自然、地形等 ７人（25.9％）
・道祖神 ５人（18.5％）
・貞享義民騒動 ３人（11.1％）
・拾ヶ堰 ２人（7.4％）

○堀金地域
・拾ヶ堰 34人（56.7％）
・SDGs ６人（10.0％）
・自然、地形等 ５人（8.3％）
・わさび ３人（5.0％）

○明科地域
・平和学習、

招魂社等 16人（26.2％）
・自然、地形等 14人（23.0％）
・わさび ７人（11.5％）
・信州サーモン等 ６人（9.8％）
・蚕、天蚕 ３人（4.9％）

○行ったことのある博物館・美術館の具体的な内容
・豊科近代美術館 25人
・豊科郷土博物館 10人
・田淵行男記念館 ４人
・髙橋節郎記念美術館、松本市美術館（市外）、

安曇野ちひろ美術館（市外） 各３人

■総合的な学習で印象に残っていること：地域によって学習内容が異なる。「田畑等に関する学習」の回答はない。

■市内の博物館・美術館への来訪経験：授業以外の機会による来訪経験が「ある」は1/4。「ない」は3/4。

豊科近代美術館、豊科郷土博物館への来訪経験が多い。

４．歴史・文化関連の学びや体験の実態
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６ 「地域の宝物」の継承

合計78.7%

合計4.5%

■将来の居住意向：ぜひ暮らしたい、暮らしたい気持ちはあるが約64％。

■「地域の宝物」の継承：重要（まあまあ重要含む）は約79％（市民(18歳以上）では約81％）。

「地域の人と人をつなぐものだから」が理由のトップ（市民(18歳以上）では「暮らす空間の価値と魅力を高める」が最多）。

■参加したい活動：行事への参加（約53％）、授業での学習（約52％）が多い。課外・団体活動への参加意向は少ない。

関わりたいと思うものはないが14％。将来暮らしたくないの回答比率と同等。

５．将来の定住意識/宝物の継承への意識
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中２保護者アンケート
○市内の中学校に通う中学２年生の保護者（約

880名）を対象とし、学校を通し案内状を配布。
記載のQRコードよりWEBによる回答。

○保護者が認識する「安曇野らしい風景」「地
域の宝物」の内容や子どもの関わりの程度、
子どもたちの地域学習への意向等の把握を目
的に実施。

○子どもたちの意思決定の面で重要な親（子育
て世代）の意向を把握し、今後の「アクショ
ン(取り組み）」を見出す基礎資料とする。

【保護者アンケート調査質問項目候補】

項目区分 質問内容候補

A 回答者属性 性別/居住地/幼少期居住地/居住期間

B「地域の宝」「安曇野の
宝」

１．安曇野らしい風景とその構成要素＆くらし
や文化を反映し受け継がれているもの

C 古くから残るもの・文
化と子どもたちの関わ
り

２．祭事との関わり
子どもの地域行事等への関わりの程度
/関心の程度/関わる中での印象や課題

D 子どもたちの地域学習
との関わり・意識

３．子どもの地域学習
（子どもから学んだもの/地域学習の適齢期）

４．博物館等の体験講座への関心

『地域の宝物』と子どもたちの関わりについてのアンケート調査

Ⅲ.中学生の保護者アンケート調査結果

Ⅲ-1 調査実施概要・回答者属性概要

■95件の回答が得られた（回収率約11％）。

■性別・年齢:女性の回答が９割。年齢層は40代が中心。

■小学生時代に住んでいた場所:小学生時代に居住していた場所が市外が７割。居住年数が20年未満の人が７割を占める。
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問Ｂ１ 安曇野らしい『風景』のイメージ

＜代表的な例＞
・北アルプスと田園風景
・常念岳と水田の風景
・田んぼに山々が映る風景
・山と川のある風景
・自然豊かな風景
・きれいな水や湧水の風景

等

問Ｂ２ 安曇野らしい『風景』の構成要素のう
ち、未来に伝え残したいもの

＜分類＞
・田、畑 60人（63.2％）
・山 45人（47.4％）
・川、水 40人（42.1％）
・自然、景色 26人（27.4％）
・わさび 14人（14.7％）
・道祖神 13人（13.7％）
・緑、樹木 ８人（ 8.4％）
・建築物 ７人（ 7.4％）等

問Ｂ３ 安曇野のくらしや文化を反映し、
受け継がれている大切なもの

＜分類＞
・田園風景、わさび田 21人（37.5％）
・祭り 20人（35.7％）
・道祖神 14人（25.0％）
・神社 11人（19.6％）
・拾ヶ堰、堰 ９人（16.1％）
・三九郎 ５人（ 8.9％）

等

■安曇野らしい風景：代表的な回答は、北アルプスの山々と田園の風景。水田、川など水にまつわる風景も多数。

■安曇野らしい風景の構成要素：田・畑等の農地を挙げる人は６割いる。これらを『くらしや文化を反映しているもの』と

して答える人は４割弱（市民アンケートの２割に比べると高い）。

１．安曇野らしい風景とその構成要素 ＆ くらしや文化を反映し受け継がれているもの

Ⅲ-2 調査分析結果
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■保護者の祭事との関わり：関わっている（いた）が71％。関わった理由は「子どもへの付き添い」が81％。

地域の活動が祭りの周知・理解や継承に関わっている状況。一方、関わったことがない人の理由は「仕事や家事がいそ

がしい」が71％で圧倒的。次いで「人間関係」が21％。

■子どもの祭事との関わり：関わっている（いた）が72％。

２．祭事との関わり

1-23

合計70.5%

合計71.6%



■「お子さんを通じて初めて知ったこと」の具体的な内容

○豊科地域
・小学３～４年生 拾ヶ堰
・小学６年生 里山保存
・小学生 玉ねぎ収穫や行事
・中学１年生 湧き水の大切さ
・中学１年生 戦没者やそのお墓
・不明 貞享義民

○穂高地域
・小学２年生 八面大王
・小学３年生 天蚕
・小学３～４年生 オオルリシジミ
・小学４年生 拾ヶ堰
・小学４年生 道祖神
・小４、中１ わさび栽培
・中学１年生 穂高神社のお囃子をやり、

穂高神社の由来を知った
・中学生 碌山美術館○三郷地域

・小３、中１ 道祖神
・小学４年生 拾ヶ堰
・小学６年生 貞享義民
・中学１年生 でいだらぼっち
・中学１年生 地域巡り

○堀金地域
・小学４～５年生 拾ヶ堰

○明科地域
・小学３年生 犀龍小太郎
・小学３年生 博物館の宝さがし部に参

加し、市内各所の文化を
学んだ

・小学６年生 倉科多策
・中学１年生 地域の歴史
・中学２年生 児童館横に戦没記念碑が

あること

とくに市外出身者に多い。

■子どもを通じて初めて知ったこと：「ある」が50％。知った内容は地域によって様々。

■地域の宝物を知る・学ぶ活動の年齢層：小学校中・高学年が妥当との回答が多い。

３．子どもの学びとの関わり
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合計61.1%

合計38.9%

■講座等への関心：関心が「ある」が61％。とくに関心が高いのが「体験教室」で60％。

■関心がない理由：「仕事や家事がいそがしい」が73％で多数。関心がないという回答も24％あり。

４．博物館等の体験講座への関心
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所有者・管理関係者
○文化財の所有者・管理関係者約160名を対象と

し、郵送で紙の調査票を発送。

○管理の実態を把握するとともに今後の保存と活
用に関する意向や理想とする支援の内容等の把
握を目的に実施。

○地域の宝物を未来に受け継ぐのための所有者向
けの「アクション(取り組み）」を見出す基礎
資料とする。

項目区分 質問内容

A 現状 １．保存の現状と対策・公開状況

（文化財の保存状態/防犯・防災対策/公開状況/活

用状況）

B 保存に関して ２．保存に関する課題と今後 ４．今後必要な取り

組み（求める支

援等）
C 公開・活用に関

して

３．公開・活用に関する課題

と今後

【所有者・管理者対象：有形・無形に分けて用紙を作成】

文化財の保存活用の実態等に関するアンケート調査

Ⅳ.文化財所有者・管理関係者のアンケート調査結果

Ⅳ-1 調査実施概要・回答者属性概要

■回収状況：有形文化財124件、無形文化財14件の回答が得られた（回収率約86％）。

■管理者の年齢層:60，70代（有形）、50，60代（無形）が中心。無形文化財の保存活用に関わる人数は様々。

【無形】
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　※択一回答 回答数
回答率（％）
※選択肢順

1 １０代以下 0 0.0

2 ２０代 0 0.0

3 ３０代 0 0.0

4 ４０代 3 2.4

5 ５０代 14 11.3

6 ６０代 45 36.3

7 ７０代 49 39.5

8 ８０歳以上 11 8.9

100 無回答・無効 2 1.6

合計 124

問Ａ
１

主に管理されている方や団体の年代（おおむねの平均）を教えてくだ
さい



　※複数回答 回答数
回答率（％）
※回答率順

5 施錠設備や侵入防止措置の実施 51 41.1

2 火災報知機・消火栓等の防火機器の設置 46 37.1

7 巡回・監視の実施 36 29.0

12 特に対策はしていない 35 28.2

3 防犯灯、防犯カメラ等の設置 24 19.4

8 定期的な防犯・防災訓練の実施 19 15.3

6 警察、消防署等との連携 18 14.5

1 管理台帳の作成・管理 18 14.5

10 災害発生時の緊急対応・行動計画のマニュアル化 15 12.1

9 注意喚起看板の設置 8 6.5

11 その他 4 3.2

4 建物の耐火、耐震・免振設備設置 4 3.2

100 無回答 1 0.8

合計 124

問Ａ
３

対象文化財の防犯・防災対策として行っている取り組みのうち、実施され
ているものを教えてください。

【無形】

■文化財の保存状態:有形文化財所有者の35％が「悪い・どちらかといえば悪い」と回答。

■防犯・防災対策（有形）：何も対策をしていないが28％。

■現在の公開状況：有形文化財で何らかの形で「公開」しているが74％。無形文化財は原則全部公開が86％。

Ⅳ-2 調査分析結果

１．保存の現状と対策・公開状況

【有形】
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【有形】



■保存に関する課題：有形では「維持管理の経費不足」が41％でトップ。無形では人材不足が課題の上位を占める。

■今後の保存意向：有形では「現状厳しいが保存意向はある」が36％。これと「現状で問題なし」、「対策を講じたい」

を含めた保存意向は80％。無形では、14件すべてが継続の意向。ただし、これらのうち半数は「情勢に合わせた改変の

上継続」の意向。

２．保存に関する課題と今後

【有形】

【無形】

【有形】【無形】
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【保存に関する課題】 【今後の保存への意向】



■公開・活用に関する課題：有形では「破損の恐れ」が40％。無形では人員不足が57％。共に２位は「経費不足」。

■今後の公開・活用意向：有形では約65％、無形では約79％の文化財で、公開・活用の持続もしくは拡大の意向がある。

３．公開・活用に関する課題と今後
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【有形】

【無形】

【有形】【無形】

【公開・活用に関する課題】 【今後の公開・活用への意向】



■保存・継承：有形では経費支援、技術的助言、価値の解説、無形では住民による手助け、経費支援、理解促進

■公開・活用：有形では住民理解、経費支援、市民向け発信、無形では住民理解、地域学習への反映、経費支援

４．今後必要な取り組み(支援措置等）

　※複数回答 回答数
回答率（％）
※回答率順

3 経費の補助 69 55.6

1 専門家からの技術的助言 53 42.7

2 専門家からの価値の解説 46 37.1

9 防犯・防災対策 36 29.0

7 認知度の向上 29 23.4

4 地域住民による手助け 28 22.6

5 ボランティアによる手助け 12 9.7

6 維持管理の簡易化 9 7.3

10 その他 8 6.5

8 記録の作成 8 6.5

100 無回答 4 3.2

合計 124

問Ｂ
２

今後、対象文化財を保存・継承する上で、次のうちどのようなことが必要だと思いま
すか。

　※複数回答（２つまで） 回答数
回答率（％）
※回答率順

3 地域住民の理解と協力 31 25.0

6 公開・活用に必要な取り組みへの経費の支援 29 23.4

1 博物館等による体験・学習機会の確保や市民向けの発信・周知 23 18.5

2 学校での地域学習内容への反映(学校側での活用) 20 16.1

7 専門家等のアドバイス 20 16.1

5 地域外の協力者・団体・ボランティア等による手助けや支援を得られるしくみ 8 6.5

8 その他 4 3.2

4 地域外の理解者の確保（支援者登録のようなしくみづくり） 2 1.6

100 無回答・無効 5 4.0

合計 124

問Ｃ
５

今後、対象文化財の公開・活用を進めていくにあたりどのような支援が必要だと思い
ますか。

　※複数回答（３つまで） 回答数
回答率（％）
※回答率順

2 地域住民による手助け・支援 9 64.3

8 保存継承に必要な取り組みへの経費の支援 9 64.3

1 地域住民の対象文化財への理解の促進 4 28.6

6 実施・運営方法の簡素化 3 21.4

3 地域外への周知・発信 1 7.1

4 地域外の理解者の増加 1 7.1

5 地域外の協力者・ボランティアによる手助け・支援 1 7.1

9 その他 1 7.1

7 経過やノウハウの記録と伝承のしくみづくり 0 0.0

100 無回答 0 0.0

合計 14

問Ｂ
２

今後、対象文化財を保存・継承する上で、次のうちどのようなことが必要だ
と思いますか。

【有形】

【無形】

【保存・継承】 【公開・活用】 【有形】

【無形】

　※複数回答（２つまで） 回答数
回答率（％）
※回答率順

3 地域住民の理解と協力 7 50.0

2 子供たちの学校での地域学習内容への反映(学校側での活用) 4 28.6

6 公開・活用に必要な取り組みへの経費の支援 4 28.6

4 地域外の理解者の確保（支援者登録のようなしくみづくり） 1 7.1

5
地域外の協力者・団体・ボランティア等による手助けや支援を得ら
れるしくみ

1 7.1

8 その他 1 7.1

1 博物館等による体験・学習機会の確保や市民向けの発信・周知 0 0.0

7 専門家等のアドバイス 0 0.0

100 無回答・無効 0 0.0

合計 14

問Ｃ
５

今後、対象文化財の公開や活用を進めていくうえで必要な支援として、お考えに最も近い
もの。
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